
 

 

 

認定ＮＰＯ法人たすけあいの会ふれあいネットまつど 

 

 

 

≪８つの柱の活動・事業の振り返り（まとめ）≫ 

 第 1 の柱 － 会員組織の拡大と会員活動を活発に  
１．ボランティア説明会を定期的に開催し、協力会員の増加につながりま

した。 
 

（１）協力会員は年間２０人の入会を目指しましたが、今年度は１６人の入会にとどまりました。 

（２）理事の協力にてボランティア説明会は毎月開催できましたが、募集方法など検討する必要があり

ます。 

（３）利用会員は計画通りにいかず、１７人の入会となっています。困りごとに対する相談は常にあります

ので、お応えできる体制をつくることは急務です。 

（４）入会実績 

№ 種 別 
２０２２年度 

入会数 

２０２３年度 

入会数 

２０２２年度 

期末在籍数 

２０２３年度 

期末在籍数 

1 ふれあい会員（利用会員） ２０ １７ １７４ １４９ 

2 正会員（協力会員） １６ １６ １１０ １１２ 

3 賛助会員 ０ ０ １６ １７ 

4 合 計 ３６ ３３ ３００ ２７８ 

 

 

 

２．新型コロナウイルスが 5 月に感染症法上の 5 類に移行となったため、

今年度は様々な会員活動を企画し、会員参加の機会を作ることができま

した。 
（１）常盤平地域居場所づくり実行委員会と松戸市地域共生課共催の「まつど DE つながるステーショ

ン IN ときわ平」に参加し、ふれあいネットまつど・みんなんちを地域の方々に知ってもらう良い機会

となりました。 

 

 

 

 

２０２３年度活動・事業報告 
（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日） 

 



 

 

 

（２）地域多世代交流イベントみんなんち広場は春・秋年間２回開催し、松戸市内の障がい者団体・

地域包括・事業所などと交流することができました。運営のお手伝い・ボランティアとして会員交流

と親睦を図ることができました。 

・会員の中からも手芸・小物等など特技を生かした出店があり、親睦が深まりました。 

・コンサートは、マリンバ・サックス・ギター・ハーモニカなど普段ふれることができない演奏を楽しんで

いただくことができました。 

（３）お誕生日会は隔月開催として、１年間開催でき、利用会員・協力会員の交流の場となっていま

す。 

 
 開催日 参加人数 

まつどDEつながるステーション IN ときわ平に出店 4月 

1月 

3月 

ボランティア１３・来場者数５０ 

ボランティア９・来場者数２００ 

ボランティア９・来場者数２００ 

地域多世代交流イベントみんなんち広場 

～マルシェ＆コンサート 

第3回  6月 

第4回  10月 

ボランティア２５・来場者数１００ 

ボランティア２７・来場者数１００ 

ふれあい敬老会 9月 ３０ 

ふれあい新年会２０２４ 1月 ２７ 

お誕生日会 隔月開催 

５・７・９・１１・１・３月 

３２ 

合計 １７２ 

 

 

 

 第２の柱  - たすけあい活動、運営への会員参加  
 

たすけあい活動（有償ボランティア）は昨年とほぼ同じ時間数に 
（１）ふれあいサービスは利用人数は前年比１０４％となっております。 

（２）生活援助（調理・掃除など）の依頼が来てもお願いできる協力者が少なく新規を受けることが難し

い現状です。 

（３）地域包括支援センター・ケアマネージャーなどからふれあいサービスの利用の問合せが常にあります

が、協力者の活動日・時間の調整をつけつつ面談をしています。 

（４）移動サービスでは福祉車両の希望の方に対しての朝夕の送迎が対応できない日があります。 

 

 

 

 

 



 

 

 

（５）ふれあいサービス  

種類 ２０２２実績 ２０２３実績 前年対比 

利用 

者数 

（人） 

移動サービス ５９１ ６２４ １０５％ 

生活援助サービス １２６ １２２ ９６％ 

合 計 ７１７ ７４６ １０４％ 

協力 

者数 

（人） 

移動サービス ２３８ ２３６ ９９％ 

生活援助サービス ９９ １０３ １０４％ 

合 計 ３３７ ３３９ １００％ 

時間

数 

 

移動サービス ２４９６ ２６５０ １０６％ 

生活援助サービス ３２６ ３２４ ９９％ 

合 計 ２８２２ ２９７４ １０５％ 

 

 

 第３の柱  - 制度サービス（在宅）は包括的視点の強化  

 
（１）居宅介護支援―①在籍ケアマネジャーは通年５人体制での活動となり、担当件数は平均１７０

件で昨年と変わりませんでしたが、要介護の割合を増やすことができ、１１２％となりました。 

②週１回の連絡調整会議をもち事業所内の情報共有ができました。 

③各人が主任ケアマネ研修・更新研修などに積極的に参加することができました。 

④地域ケア会議・認知症短期集中チーム会議・他事業所との事例検討会などに参加することが

できました。 

（２）訪問介護―①月２００時間の提供を目標に活動しましたが、月平均１５１時間にとどまりました。 

②月１回研修会も定期的に開催し、ヘルパー同士の意見交換などができました。 

③１２月から移動支援（居宅介護）を再開しました。 

（３）（障害福祉）計画相談支援―担当者数を適正規模に抑えて現状維持を目指しました。 

 （制度サービス）通所を除く 

 

種 別 
提供時間数 利用人数 

２０２２実績 ２０２３実績 前年対比 ２０２２実績 ２０２３実績 前年対比 

居宅介護支援    １８０５ ２０２５ １１２％ 

訪問介護 １７３８ １８２０ １０２％ ２９３ ２８６ ９８％ 

相談支援    ３５８ ３０１ ８６％ 

合 計 １７３８ １８２０ １０２％ ２４５６ ２６１２ １０６％ 



 

 

 

 第４の柱 － みんなんちは地域交流の拠点に  

１．みんなんち 

（１）コロナ緩和のため１年通して予約なし人数制限なしで誰でも参加できる様になりました。 

（２）予約をなくしたため、予想以上に参加者が増えた講座もありますが、その逆の場合あります。 

（３）４月から誰でも立ち寄れることのできる「みんなんちカフェ」をオープンしましたが、周知することができ

ず、参加者が少ない状況でした。 

（４）常時２人体制でみんなんちスタッフを配置したかったのですが、一人当番になってしまうこともありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．みんなんちデイ 

今年度の新しい取り組みとして第５火曜日を「みんなんちデイ」として、楽しくタメになる企画を行いまし

た。 
 

開催日 内容 参加人数 

５月３０日 勉強会「エンディングノートを知ろう」 

講師：喜島セツさん 

１３ 

８月２９日 ミニミニコンサート 

出演：シリウスⅱ 

３０ 

１０月３１日 秋の文化祭 ２０ 

勉強会「高次脳機能障害を知ろう」 

講師：旭神経内科リハビリテーション病院 

安島明子さん・齋藤翔太さん 

１６ 

１月３１日 勉強会「悪徳商法・詐欺に気を付けよう」 

松戸市消費生活センター 金丸さん 

６ 

№ 項目 利用人数 前年対比 

２０２２年度 ２０２３年度 

１ うたごえ（月１回） ２１ － － 

２ ピアノで歌おう（月１回） ９０ １７２ １９１％ 

３ 手芸（月１回） ５５ ３８ ６９％ 

４ オカリナ（月１回） ９４ ９３ ９９％ 

５ 絵手紙（月１回） ７８ ７８ １００％ 

６ 映画鑑賞（隔月１回） ３２ ２８ ８０％ 

７ カンタン！スマホ教室（月１回） ４０ ４０ １００％ 

８ 健康麻雀（月１回） ５０ ５１ １００％ 

 合計 ４６０ ５００ １０８％ 



 

 

 

 第５の柱 － デイサービスるんるんの活動を充実させます  
年間を通し、週５日営業でき利用者にとって居心地の良いデイサービスとな

っています。 

（１）稼働利用数を目標３０人、1日の利用者数１２人を目指しましたが、月平均利用者数は２８人に

とどまり 1日平均８．７人の利用者となっています。 

（２）損益集計表の作成により経費を明確化し経費の削減を図りました。 

（３）常勤職員2人を配置し、安定的に取り組むことができました。 

（４）毎月のケア会議により、利用者お一人おひとりの身体・精神状態を観察・把握し、情報共有を徹

底することができました。 

（５）月平均の利用者数は２８人でなんとか今の職員で対応していましたが、職員の増加がないので、

安心・安全なデイサービスを維持することが難しい状況です。職員の増員が急務です。 

 

 

  利用者数（  ）は月平均 

 登録人数 利用回数 営業日数 

 ２０２２ ２０２３ ２０２２ ２０２３ ２０２２ ２０２３ 

上半期 

4月～9月 
１５４ 

１６１ 

（２６．８） 
１０７９ 

１０９４ 

（１８２．３） 
１０５ 

１３１ 

（２１．８） 

下半期 

10月～3月 
１４７ 

１７１ 

（２８．５） 
９６６ 

１１３１ 

（１８８．５） 
１１４ 

１２６ 

（２１．０） 

合計 
３０１ 

（２５） 

３３２ 

（２８） 

２０４５ 

（１７０） 

２２２５ 

（１８５） 

２１９ 

（１８） 

２５７ 

（２１） 

 

 第６の柱 –教育・研修活動の充実強化を図ります  

１．福祉有償運送運転者講習会を５回開催しました。 

（１）市民を対象に、地域活動担い手研修会（移動サービス・福祉有償運送運転者研修）を５回開催

しました。昨年度に引き続き毎回1日研修とし、５７人養成することができました。うち４人は会員

です。 

（２）松戸市福祉有償運送運営協議会の役員として、福祉有償運送事業に協力できました。 

２．会員を対象に移動サービス運転者研修会を 2回開催しました 

（１）今年度１回目は7／２に緊急時マニュアルについての説明とドライバー同士のグループワークを行い

意見交換することができました。２回目は１１／１２に路上での運転チェックと高齢者疑似体験を

行いました。 



 

 

 

 第７の柱 –東日本大震災支援活動  

１．被災者が主体となったサロンの運営が軌道に（宮城県東松島市） 

（１）宮城県東松島市被災者支援・交流活動として、牛網地区においてコミュニティサロン「東松島み

んなんちクラブ」にて、サロン、百歳体操や裂き織り教室、を毎月開催(延べ９２５人参加)、地域コ

ミュニティ再生に役立つ活動になっています。ふれあいネットまつどからは、運営の協力としてチラシ

作成等行いました。 

（２）2019年に東松島みんなんちクラブの皆さんと一泊旅行に行って以来、直接お会いして交流する機

会がありませんでした。今年度はふれあいネットまつどの会員とその家族を対象に「みんなんちクラ

ブ視察・交流会１泊２日のツアー」を企画し、みんなんちクラブのサロン活動（第４金曜日開催）の

お茶会に参加と東松島市・石巻市の視察を行いました。 

２．多彩な「東松島みんなんちクラブ」の活動 

 回数 参加人数 

みんなんちクラブ（サロン活動（毎月第4金曜日）） １２回 １４３ 

みんなんちピンポンクラブ（隔週月曜日） ２３回 １７４ 

東松島100歳体操（毎週火曜日） ５１回 ４２７ 

料理教室 （不定期） ５回 ４１ 

裂き織（月1回） １２回 ５９ 

その他の催し ６回 ８１ 

延べ参加人数  ９２５ 

 



 

 

 

 第８の柱 -役員体制・事務局機能の強化と財政基盤の確立  

１．役員体制と事務局機能の強化 

（１）スタッフ各自が自分の仕事に数字で責任を持てるよう、月１回のスタッフ会で各部門ごとの情報共

有をしました。 

（２）１年間の個人計画に基づき、年度末に自己評価し、次年度の目標に向けて業務を遂行しまし

た。 

（３）事務局に新しい人材を投入することはできませんでしたが、非常勤ボランティアの協力を得ることが

でき事務の負担を軽減できました。 

（４）今年度も役員とスタッフが協力して年間行事を担い、企画から運営していく体制を進めることがで

きました。 

（５）役員会（理事会）を毎月開催し。決定しきれなかった案件について随時、三役会を開催するという

体制となりました。 

２．残念ながら 3年連続の赤字決算となりました。 

（１）長年の助成金・補助金の依存構造については改善が進みつつありますが、収益事業の拡大を目

指して着手した通所介護が８７％、訪問介護も９２％と、ともに予算を達成することができません

でした。 

３．大勢の方々に寄附のご協力をいただきました。 

（１）毎年行っているふれあい寄付金運動は年々会員の皆様にも浸透し今年度は過去最高の２０２

人の会員・会員外の様々な方からご寄附いただきました。認定NPOとしてこれだけの支援を受け

ていることに身のひきしまる思いです。ご寄附は会の活動に大切に使わせて頂きます。 

（２）令和６年１月１日に発生した能登半島地震について会員から「何かしよう」という声が上がり、いち

早く１月８日から募金活動を始めました。支援金として２回に渡り、市民福祉団体全国協議会を

通じ、現地に送りました。会員をふくめ、関係者から１２０人・募金箱へも多数の募金を頂きまし

た。 

 


